
ふ
な

と

さ
く
ら

だ

新
ｆ

船
戸
桜

田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
船
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
人
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
祭
祀
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
エハ
世
紀
、
人
世
紀
―
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

船
戸
桜
田
遺
跡
は
、
塩
津
潟
に
流
れ
込
む
船
戸
川
の
流
域
に
位
置
す
る
集
落

跡
で
あ
る
。
本
誌
第
二

一
号
に
報
告
し
た
船
戸
川
崎
遺
跡
の
約

一
・
五
ｋｍ
上
流

に
あ
た
り
、
同
時
期
に
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査

区
の
南
方
に
川
が
西
流
し
て
お

り
、
そ
の
右
岸
に
集
落
が
位
置

し
て
い
た
。

こ
の
川
か
ら
は
、
木
簡
⑪
ｌ

条

。

の
ほ
か
、
須
恵
器

・
土
師

中

器

。
木
製
品
な
ど
の
多
く
の
遺

物
が
出
土
し
て
い
る
。

墨
書
土
器
と
し
て
は
、
須
恵
器
に
は

「村
」
五
点
、
「廣
」
三
点
、
「古
」
二

点
な
ど
計

一
三
点
以
上
、
土
師
器
に
は

「木
」
三
点
、
「王
」

一
点
以
上
が
あ

る
。
ま
た
漆
書
き
須
恵
器
も

一
点
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
川
底
か
ら
人
面
墨
書

土
師
器
小
甕
が
出
土
し
、
周
囲
で
土
錘
二
点
と
輪
羽
口
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
製
品
と
し
て
は
、
六
人
点
も
の
盤
が
出
土
し
て
お
り

（川
以
外
の
出
土
を
含

む
）、
「千
」
の
焼
印
二
点
と

「大
」
の
刻
書
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
蓋
四
点

及
び
稜
鉢
も
出
土
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
時
期
的
に
は
、
人
世
紀
後
半
か

ら
九
世
紀
が
主
体
と
な
る
。

こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
本
地
点
に
お
い
て
も
船
戸
川
崎
遺
跡

・
中
倉
遺
跡
と
同

じ
く
律
令
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
木
簡
い
は
川
で
は
な
く
、
溝
の
上
層
ょ
り
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

河
川

ω

　

「日
日
日
――
日
日
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞斐
］泉
頓
畠
μ

②

　

「合
靱
五
石
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］Ｄ
Ｘ
じ
逃

Φ驚

０
　
。
「日
□
□
舟
□
□
」

。
「日

日

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ枷卜×
］伽×
∞
ΦＰＰ

溝ω

　

「麻
続
マ
宿
奈
万
呂
」

μ
⇔
伽
×

］
Φ
×

∞
　

Φ
∞
〕



1999年出上の木簡

⑪
は
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
長
い
木
簡
で
、
上
半
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、

墨
が
薄
い
た
め
判
読
で
き
な
い
。
下
部
に
折
ろ
う
と
し
た
痕
跡
が
あ
る
。

②
は
、
木
簡
の
中
位
か
ら
下
方
に
墨
書
し
て
い
る
。
下
端
及
び
左
側
面
を
欠

損
し
て
い
る
。
厚
さ
は
、
左
端
が
四
ｍｍ
右
端
で
九

ｍｍ
と
、　
一
定
し
な
い
。

①
は
、
上
方
か
ら
縦
に
切
り
込
み
を
入
れ
、　
一
部
を
折
り
と
っ
て
い
る
。

い
は
、
完
形
の
付
札
木
簡
で
あ
る
。
ウ
ヂ
名

「麻
続
部
」
は
、
越
後
で
は
初

見
で
あ
る
。
下
方
に
行
く
に
し
た
が
い
、
薄
く
な
る
。
向
か
っ
て
左
中
位
及
び

下
方
に
木
釘
を
打
ち
込
ん
だ
痕
跡
が
あ
り
、
中
位
に
は
木
釘
が
遺
存
し
て
い
る
。

前
面
か
ら
裏
面
中
央
付
近
へ
と
斜
め
に
打
ち
込
ん
で
お
り
、
木
製
品
に
打
ち
付

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏

・

相
沢
央
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
澤
幸
３

(3)表

(いずれも赤外線画像)




